
まずは面接の『基礎知識』から

　「そもそも面接試験ってなんだ...？」ってところから始まる方も多

いのではないでしょうか。これまでの競争試験、いわゆる高校や大学

の入学試験というのは「筆記試験のみ」の場合が多いですからね！私

もアルバイトの面接に落ちたことがあって、それが最後の面接ですか

ら、それ以来の面接ということになります(笑)まぁアルバイトの面接

と公務員の面接は別物なので、これはノーカウントですね。

 

　そんなことは置いておいて、人生初の面接という方が多いでしょう

から、まずは公務員の面接試験の概要を紹介しちゃいます！
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section

１ 面接対策の前に知っておいて欲しいことを紹介！
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１ まず「面接試験」ってなんだろう？
★★☆☆☆
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　面接試験というのは、質問に対する受験生の受け答えを見て、面接

官が受験生の人柄、意欲、対人関係能力等を評定する試験のことです

ね。公務員の面接試験には傾向があり、国家と地方で大きな違いがあ

ります。国家一般職や国税専門官など、国家公務員の人事院面接は、

面接官が３人、試験時間が15分前後となっており、人物重視の都道府

県庁・市区町村などの個別面接は、面接官が３～５人前後、試験時間

が20～40分前後となっている場合が多いです。当然、これらの形式は

自治体や省庁ごとに変わってきますので一概には言えませんが、対策

方法は同じなので安心して下さいね！

 

　公務員の面接は『試験』ですから、合否だけではなく、点数化され

る場合が多いです。例えば、国家一般職の場合、A～Eの５段階評価と

なっており、この評価ごとに偏差値と標準偏差、配点比率から自分の

得点（標準点）が算出されるわけですね！これらの評価方法や試験概

要も自治体や省庁ごとに異なります。

 

　基本的には『面接カード』と呼ばれるエントリーシート、要は「自

己紹介カード」に沿って面接を進める場合が多いです。この面接カー

ドの書き方や評価ポイントなどは非常に重要なので、これからこの本

でじっくり解説していきますね！

２ なぜ「面接試験」があるのか？

　今までの大学受験などは、筆記試験（勉強能力）だけで合格できる

パターンが多かったと思いますが、公務員の試験は筆記＋『人物』が

見られるわけです。「なぜ、人物が見られるんだ、今まで通り筆記試
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まずは面接の『基礎知識』から

★★☆☆☆
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験だけで良いじゃないか」と思う方もいるでしょう。実は私もそのよ

うに思っていました。でも、そういうワケにはいかないんですね！こ

の理由はとても簡単で、公務員と言うのは仕事であり、社会（組織）

だからです。

 

　特に公務員という仕事では、公務員試験のために勉強した知識や高

校・大学で学んだ知識と言うのは活かせる機会が少ないでしょう。だ

から、そういった知識よりも、その人の人柄・ポテンシャルを重視し

ているというわけですね！将来この組織を引っ張っていける人材かど

うか、職務に適性がある性格か、人間関係でもうまくやっていける

か...等、皆さんの人柄や職務適性などの方がよっぽど大事ということ

です。だから、採用担当者もわざわざ１人の受験生に多くの時間を使

って、将来有望な人間を選ぶんですね！

 

　筆記試験では一般教養知識や事務処理能力などは測れますが、その

人の性格や意欲、仕事に対する適性といった「人物の内面」を測るこ

とはできないですからね！学生の時みたいに好きな人とだけ付き合っ

て、嫌になったら辞めて...等はできないわけですよ。

 

　ちなみに、「勉強ができる＝仕事ができる」と思っている方は大き

な間違いですよ～！筆記試験が満点だからコミュニケーション力があ

って、企画力があって、交渉力があって...って仕事ができるわけじゃ

ないですからね！現に公務員試験の席次（最終合格順位）は、その後

の配属にほとんど影響がなかったりします。（※国家公務員の場合は

試験によって影響があったりします）
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３『コンピテンシー評価型面接』が流行！

　公務員の面接試験では『コンピテンシー評価型』の面接手法が採用

されています。「コンピテンシー？何それ？」って話ですよね！で

も、このコンピテンシー評価型面接を理解しているか理解していない

かというのが合否に大きく影響してきます！詳しく紹介するので絶対

に把握しておきましょう！

 

　コンピテンシー評価型面接というのは、ぺらぺら喋らせるのではな

く、受験者がある壁にぶつかったときどのように考え、どのように行

動してきたのか、また、どのように改善することができたのかなどを

聞くことで、『受験者の行動特性』を見る面接形式のことです。

 

　...まぁこの説明だけじゃわけわかんないですよね(汗)具体的にいう

と、「部活でキャプテンをしていた」というひとつの発言に対して面

接官が「なぜキャプテンになったの？」「自主的に？それとも回りの

人から推薦されたの？」「なにか辛いことはあった？」「その壁をど

う工夫して乗り越えたの？」...等、このように受験生が実際に行って

きた実体験について深く突っ込み、その受験生の行動特性を探ってい

くというわけですね！

 

　公務員の受験生は多いですし、皆平等に採点しなければいけないの

で、このような面接形式が採用されています。この面接形式の面白い

ところは、『全員同じような質問がくる』というところですね！

 

　例えば、「学生時代頑張ったことは何ですか？」という質問に対

し、受験生はエピソードを話しますよね。このネタに対して、「目標

は何だったの？」「あなたが目標達成に対して工夫したことは？」

「壁にぶつかったときどうした？」...等、『突っ込まれ方』や『展開

方法』がある程度決まっているんですね。非常に面白いですよね。面

接のネタは基本的に受験生が作るわけですから、公務員の面接試験は

『事前準備』が非常に重要となります。私みたいに準備が甘いと失敗

① コンピテンシー評価型面接とは？

★★★★★
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してしまうことがあるわけですよ(笑)でも逆に考えると、対策しやす

い試験方式であるとも言えます！きちんと対策していけば、絶対に上

達するのがコンピテンシー評価型面接なので、皆さんもきちんと対策

していきましょうね！

　コンピテンシー評価型面接においては、オリジナリティがある自分

の特有のエピソードを用意することが非常に重要になってきます。な

んせコンピテンシー評価型面接では『嘘』が通用しませんからね！嘘

をついたらどうなるか、嘘つきのネコ君（受験生役）と受験の神様

（面接官役）の実際の会話を紹介します！

16

②「嘘」が通用しない！オリジナルエピソードが大事！
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　...とまぁこんな感じになってしまいますよね(汗)皆さんの人柄や行

動特性が見られるということで、『嘘』はなるべく言わない方がいい

です。ネコ君のようにしどろもどろになってしまうと一番大事な『信

頼性』を失ってしまいますからね。一度信頼性を失うと、「こいつの

言っていることは本当か？」と面接官に思われるようになってしま

い、その後挽回するのは非常にハードルが高くなってしまいます。ど

んなに些細なことでも、ちっぽけな内容でも構いませんので、オリジ

ナリティあるエピソードを話のネタとして話すことが大切です！

 

　例えば、志望動機ってありますよね。これは高い確率で聞かれるこ

とになりますが、実はこの志望動機からオリジナリティあるエピソー

ドは求められているんですね！パンフレットや公式のHPに載っている

政策や計画をそのまま書いてしまうと、面接官に「パンフレットまる

パクリじゃないか...つまらん...」と思われてしまい、熱意がまった

く伝わらずに評価は低くなってしまうわけです。

 

　でも、HPやパンフレットに載っている情報って綺麗にまとまってい

て見た目はものすごくかっこよくなりますよね(笑)面接カードの志望

動機欄にも「現在の施策や計画をそのまま書き、これに興味があった

ので受けた～」としてももちろんOKなのですが、例えるならこれは

『シンデレラ』のエピソードですね。自分のものでなければ、面接官
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も皆知ってるエピソード、これを多少改良しただけのものでは面接官

につまらないと思わせてしまいます。HPやパンフレットから借用した

ものはすべて『ヘンゼルとグレーテル』や『白雪姫』みたいな有名な

童話だと思ってください！面接官はこんなもの求めていません！カッ

コよさや見た目なんてどうだっていいですから、自分のオリジナルエ

ピソードをネタにしていきましょう！これは志望動機だけでなく、公

務員の面接試験すべてにおいて言える話です。

　先ほどオリジナルのエピソードが大事だといいましたが、なぜこれ

が大事なのかわかりますか？ 

 

　面接はただおしゃべりをする場所ではありません。面接官と受験生

のマッチングの場で、受験生側からすると自分をアピールする場とな

ります。ということで、『自分をアピールするために』オリジナルエ

ピソードを話すわけです！なので、ただエピソードを語ったり、自慢

話をしたりするのではなく、『エピソードで自分の強みを裏付け』す

るんですね！

 

　口先（嘘）だけなら何とでも言えますから、その証拠としてエピソ

ード（具体例）を話し、面接官を納得させていく必要があるってこと

です！自分の強みを一つの商品だと思って、それをPRするというイメ

ージですかね。「強みは〇〇です。それは～（エピソード）～だから

です！」と売り込み、面接官を納得させることが大切です！
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③ エピソードが大事！
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まずは面接の『基礎知識』から

④ メインディッシュは結果でなく「過程」だ！

　ここまでの話をきちんと理解してくれた方はお分かりいただけると

思いますが、エピソードで大事なのは結果でなく『過程』です。留学

した～、全国大会で優勝した～、生徒会長をしてた～...等、これらの

結果は確かにすごいかもしれませんが、この結果部分を直接評価して

もらえる～なんてことはありません。何度も言いましたが、公務員の

面接試験はコンピテンシー評価型面接！「行動特性」が見られますか

らね！もう少し具体的に言うと、「行動に現れる能力・特性」「結果

や成果と結びつく能力・特性」が見られるわけです。そして、これら

の「行動特性」に加えて、「人柄」が評価の対象ということですね。

 

　例えば、全国大会で優勝したというのは確かにすごい結果ですが、

面接官が見たいのはそれに至るまでの『過程』です。「優勝するため

にどんな工夫をしたのか」「どんな辛い壁があったのか」「その壁を

乗り越えるためにどう行動してきたのか」...等、その人の「人柄」や

「行動特性」がみたいわけです。この受験生は大きな困難にぶつかっ

たときどう行動するのかな～、これから高い目標を持って仕事に取り

組めそうかな～、失敗をバネに成長していけそうかな～なんて思いな

がら面接官は受験生の皆さんのことを見てます！

 

　この行動特性をうまくアピールするためには、『自己分析』が非常

に重要になってきます。自己分析ができてないと面接は落ちてしまい

ますが、逆にきちんと出来ていれば絶対に受かると言っても過言では

ないのが公務員の面接試験ですから、皆さんはこれからこの本を通し

て私と一緒に自己分析を行っていきましょうね！
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⑤ 話を盛ったり、少し「嘘」をつきたいんだけど...

　コンピテンシー評価型面接なので、そりゃ嘘ついたり、話を盛った

りするのはできれば辞めた方がいいですが、可能か不可能かで言った

ら可能です！色々な講師がいると思いますが、講師目線と受験生目線

の両方から見ている私の意見としては、嘘や話の盛りは全然OKだと思

ってます。こんなこと言う講師も私くらいかもしれませんが...でも、

「さっきから嘘はダメだって言ってたじゃないか！」と思いますよ

ね。これは私みたいに、元々の人間性がダメでどうしても嘘をつかな

いとやっていけないという方のための話だと思って聞いてください。

 

　まず、「話を盛る」ことについてですが、これは別に問題ありませ

んよね。例えば、結果の面ですが、大会で２位だろうが１位だろう

が、そんなのはどうだっていいです。細かい話は面接官も興味があり

ませんからね。ほかにも、「アルバイトで売り上げを伸ばした」と言

いたかったとして、実際に売り上げが伸びてなくても、「伸びた」と

いうくらいなんてことないです。これくらい皆やっていると思ってく

ださい。真面目な皆さんは意外にすべて正直に話してしまいがちです

が、ここら辺は戦略ですよ！

 

　次に、「嘘」についてですが、当然あからさまなものはダメです

が、実際に私は「業務を効率化するための工夫として、週１回のミー

ティングを企画した」「アルバイトをしてた」と嘘をついたことがあ

ります。そんなものは企画していませんし、アルバイトなんかせずに

毎日ぐうたら生活していました。でも、大事なのは自分をアピールす

ることですから、このような嘘をついても、面接官の質問に全部答え

られればいいわけですね。ボロが出ないようにたくさん練習しなけれ

ばいけませんが、可能か不可能かで言ったら可能ということです。ハ

ローワークやジョブカフェ等で模擬練習するにしても、色々な先生が

いますから、なるべくたくさんの人に相手してもらうことが大切で

す。そのエピソードからの展開方法も人それぞれですからね！まぁ嘘

というのはバレてしまうとマズいですから、嘘をつく予定の方は練習

しまくってガードを固めていきましょう。
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⑥ 日頃から「人に好かれる言動」を心がけてみよう！

　コンピテンシー評価型面接では、面接官に「まずは受験生をリラッ

クス」させるよう指導させており、皆さんの本当の姿・人柄を見よう

としてきます。面接試験という特殊な環境でも緊張せず、面接官と自

然に会話し、本心を語ってくれるような雰囲気を作ろうとしてくれる

わけですね。どうでもいい話ですが、「面接官と受験生の心が通じ合

い、理解しあえる親密な関係を築く」ことをラポートを形成すると言

います。

 

　面接官はラポートを形成するという目的があるので、面接試験のは

じめに「緊張してると思いますが、普段のアナタが見たいので、落ち

着いて受けてくださいね」「緊張をゆっくりほぐして答えてください

ね」「今日は雨ですね、どうやってこられましたか？」...等、まった

りした会話からスタートすることが多いというわけですね！

 

　要は公務員の面接試験では『本来の自分』が見られるわけです！

「面接対策も大事だし、素の自分も大事なの...？」と思う方もいるで

しょう。そうなんです。どちらも大事なんです！

　突然ですが、ここで１つ質問です。

『皆さんは人に好かれるのと嫌われるの、どちらが嬉しいですか？』

 

　はい、大半の方が「好かれると嬉しい」と答えてくれたのではない

でしょうか。私も人に好かれた方が嬉しいと思います。何が言いたい

のかと言うと、とりあえず面接官を好きになりましょうということで

す。これは超大マジメな話で、本気で好意を持っているからこそ、自

然といい回答をすることができ、面接官からの印象も良くなるんです

ね！心の中で「面接官なんてただのおっさんだろ？」と見下していた

とすると、そういった気持ちが自分の言動に出てきてしまったりしま

す。これらの現象は「好意の返報性」と言ったりもしますよね！まず

は面接官にいい印象を持つことからスタート！

 

　また、日頃から『人が喜ぶ行動』『相手が嬉しいと思う行動』が出


